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研究成果の概要（和文）：中央アジア（現在の中国新疆ウイグル自治区）出土の古代ウイグル語（古代トルコ語）文献
のうち，これまでに言語文献学的にも歴史学的にも十分に利用されていない帳簿資料を抽出・集成して解読し，歴史学
的研究が依拠できる校訂テキストを準備する作業を行なった。さらに，それらの校訂テキストを歴史学的に利用して，
西暦10～14 世紀の中央アジア社会・経済の諸側面を解明した。

研究成果の概要（英文）：This research project targeted the Old Uigur account books unearthed from Central 
Asia (mainly modern Xinjiang), to which little attention has been paid from the philological and historica
l viewpoints. In the project the comprehensive philological edition of the account books was prepared, tho
ugh it is not yet finished. However, on the basis of the edition of respective manuscript, the project cou
ld product a series of works for historical reconstruction of the economic and cultural aspects of the Old
 Uigur society. 
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
(1)イスラーム化以前（西暦 16 世紀まで）の
中央アジア（東トルキスタン，甘粛地方）地
域の歴史研究において，中央アジア現地から
発掘将来された古代ウイグル（古代トルコ）
語・モンゴル語・チベット語・漢語などの出
土文献資料の利用が不可缺である。	 
	 
(2)このうち，古代ウイグル語文献は，総体
としてはおおむね西暦 10〜14 世紀に年代比
定され，その中には，多数の社会経済文書（契
約文書・行政命令文書・帳簿・書簡など）が
含まれる。これらの古代ウイグル語社会経済
文書の分析を通じて，編纂史料中に情報の少
ない 10〜14 世紀の中央アジア地域の歴史を
再構成することが可能となる。	 
	 
(3)古代ウイグル語社会経済文書のうち，こ
れまで歴史学的にも言語文献学的にも十分
に注意されていない資料群として，各種の出
納にかかわる帳簿資料がある。これらの帳簿
資料は，10〜14 世紀の中央アジア=ウイグル
人社会の経済史的・物質史的諸側面を具体的
に提示し得るものである。	 
 
２．研究の目的 
(1)古代ウイグル語帳簿資料群を網羅的に抽
出・集成して文献学的な解読校訂を施しつつ，
歴史資料として利用するための基礎的条件
を整備する。	 
	 
(2)校訂したテキストを歴史学的に分析して，
10〜14 世紀の中央アジア=ウイグル社会経済
史の諸側面を解明する。	 
 
３．研究の方法 
(1)これまでに確認し得た総計 170	 点ほどの
古代ウイグル語帳簿資料の校訂（テキスト転
写・翻訳）を行ない，資料集として公刊する。
全世界のウイグル語文献研究者への資料提
供という意義を考慮し，翻訳に際しては，日
本語訳とともに英訳を準備する。	 
	 
(2)その際には，校訂テキストに基づいて帳
簿資料の内容分析と分類を行なう。ほとんど
の帳簿資料の内容は，諸種の物品・その数量，
それらを支出・受領した人名が記される程度
で，きわめて情報量が少ない。しかし，これ
らの記載内容を微視的に検討すると，いくつ
かの指標（行政上の籍帳／私的記録，収入簿
／支出簿，個人単位／組織単位など）によっ
て分類できる。このような分類作業は，帳簿
資料の内容理解・テキスト校訂とも唇歯輔車
の関係にあり，さらには断片資料についても
性格・機能を推定して歴史資料として捉える
ことを可能にする。	 
	 
(3)古代ウイグル語帳簿資料には，記載され
ている人名（僧名）や術語から，特に仏教教
団に関係することが確実なものが約 40 点含

まれる。これらを，その他諸種のウイグル語
世俗文書と組み合わせて検討することで，仏
教教団の経営実態や，それを支える地域経
済・広域宗教ネットワーク（“本山・末寺”
関係）を歴史学に考察する。	 
	 
(4)その他，中央アジア地域史の再構成にと
って重要な情報を含む資料は，選別のうえ個
別論文において分析検討する。	 
	 
４．研究成果	 
(1)研究期間の４年間を通じて，約 170 件の
古代ウイグル語帳簿資料の解読・ローマ字テ
キスト転写作業を行なった。	 
	 
(2)しかし，これらの帳簿資料中には，既存
の辞書に含まれない不明語が予想以上に多
く確認され，解読校訂作業はきわめて困難で
あった。従って，帳簿資料の解読校訂テキス
トおよび翻訳を集成し，歴史学的研究が依拠
するに足る資料集として刊行する段階には
なお至っていない。今後，中央アジア地域で
使用されていた非ウイグル語（ソグド語・ト
カラ語など）の語彙との比較から，不明語を
解明していく必要がある。	 
	 
(3)内容分類作業については，行政上の籍帳
／私的記録への分類作業を中心に行なった。
ただし，この作業結果も，上記の不明語の解
読の進展に応じて変更される可能性がある。	 
	 
(4)一方，個別の帳簿資料をその他諸種のウ
イグル語文書と連関させて歴史学的に分析
する作業については，下記のように，一定の
成果を提出することができた。これらにより，
「中央アジア=ウイグル社会経済史の諸側面
の解明」という，もう一つの当初の研究目的
については，相当程度に達成できたと考える。	 
	 
①税役関係の出納簿の情報をその他の諸種
文書と比較検討することを通じて，モンゴル
時代（13〜14 世紀）のウイグル社会には，行
政的な十進法住民組織と並行して相互扶助
組合的組織が遍在し，種々の経済活動の主体
となる一方，税役徴発に際しても実質的にそ
の負担の単位として機能していたことを解
明した【論文①】。	 
	 
②西ウイグル時代（10〜12 世紀）の帳簿資料
のデータを，同時期の行政命令文書の分析に
利用し，税として徴発されていた種々の物品
の価格・実態価値に関する知見を示した【論
文⑫】	 
	 
③帳簿資料その他のウイグル語文献にみえ
る地名に関する歴史地理学的分析を行ない，
現在の新疆の各都市との比定に成功した【論
文②③⑪】。これは，研究方法(3)に言及した
ような，ウイグル仏教教団の経済ネットワー
クと信仰圏の拡がりを分析する上での基礎



作業となり得るものである。	 
	 
④イスタンブル大学所蔵写真資料に，ソグド
語・ウイグル語の２言語で書かれ，かつマニ
教徒と仏教徒との経済的協力を示す帳簿資
料を発見し，校訂と分析を提示した【論文⑥】。
この文書は，10〜11 世紀頃のイラン系ソグド
人とトルコ系ウイグル人の文化的・言語的・
経済的接触をうかがわせる貴重な材料とな
る。	 
	 
⑤仏教教団の経営に関わる帳簿資料の内容
分析の過程で，ウイグル仏僧の日常的信仰や
宗教巡礼慣行を把握する必要性が認識され，
これらに関するデータの把握・整理を平行し
て行なった。そのような，ウイグル仏教徒の
日常的・民間的な仏教信仰の様態や，巡礼活
動の地理的規模に関する知見についても，機
会に応じて個別の論考を発表した【論文④⑦
⑧⑨⑩⑬】。	 
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